
（単位：円）

科　　目 金　額 科　　目 金　額

【資産の部】 【負債の部】

Ⅰ．流動資産 359,093,070 Ⅰ．流動負債 371,241,188

預金 10,000 買掛金 8,948,546

売掛金 32,490,446 リース債務 196,989,806

仕掛品 1,890,000 未払金 77,495,826

前払費用 4,447,507 未払費用 18,991,000

未収入金 28,218,322 未払法人税 385,000

立替金 20,448 未払消費税 7,789,300

預け金 293,986,347 預り金 641,710

貸倒引当金（流動） △ 1,970,000 賞与引当金 60,000,000

Ⅱ．固定負債 220,333,335

リース債務 215,014,335

役員退職慰労引当金 5,319,000

591,574,523

Ⅱ．固定資産 560,366,363 【純資産の部】

１．有形固定資産 400,382,673 Ⅰ．株主資本 327,884,910

工具器具備品 808,892 １．資本金 100,000,000

リース資産（有形） 399,573,781 ２．資本剰余金 50,000,000

２．無形固定資産 159,983,690 （１）資本準備金 50,000,000

ソフトウエア 60,842,807 ３．利益剰余金 177,884,910

ソフトウエア仮勘定 97,648,173 （１）その他利益剰余金 177,884,910

リース資産（無形） 1,492,710 　　 繰越利益剰余金 177,884,910

　　　（うち当期純損失） (50,213,471)

327,884,910

919,459,433 919,459,433資産の部合計 負債の部及び純資産の部合計

貸  借　対　照　表
平成２２年３月３１日現在

クラレビジネスサービス株式会社

純資産の部合計

負債の部合計



クラレビジネスサービス株式会社
【重要な会計方針に係る事項に関する注記】

１．たな卸資産の評価基準及び評価方法
仕掛品 ････････････････ 個別原価法

２．固定資産の減価償却の方法
法人税法に規定する方法と同一の基準によっている。

(1)有形固定資産（リース資産を除く）
工具器具備品 ･･･････････････････････････定率法

(2)無形固定資産（リース資産を除く）
ソフトウェア ･････････････････････････････ 定額法

(3)リース資産

３．引当金の計上基準
(1)貸倒引当金

(2)賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、賞与支給見込額のうち、当期負担分を計上している。

(3)役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支給に充てるため内規に基づく期末要支給額の１００％相当額を計上している。

４．消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

【株主資本等変動計算書に関する注記】
１ 発行済株式の種類及び総数

なお、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、３年間で均等
償却する方法を採用している。

個  別  注  記  表

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基
づいています。

所有権移転外ファイナンスリース取引に係る資産 ･････････ リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採
用しています。

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については法定繰入率により、貸倒懸念債権等については個別に回
収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。

１．発行済株式の種類及び総数
普通株式 2,000 株

以上
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